
 

 

2021 年度(令和 3 年度) 三重県⽴⾼校後期選抜 分析と評価 

 
eisu教科分析チームの責任で作成された、各教科及び五教科全体に対する分析と評価です。入試問題の研究・学習の参考
資料になるよう作成されました。叙述の客観性を保証するものではありませんので、ご理解ください。(2021 年 3 月 10 日作成) 

 

国語 

難易度 

■例年並 
■⼤問の難易度 [1]例年並 [2]やや難 [3]やや易 [4]例年並 [5]やや難 

eisu 国語科チームによる分析と評価 

全体としては例年並みの難易度だが、昨年から出題された資料読解と作⽂の融合問題が今年も出題さ
れ、これが難問であった。資料の情報量がとにかく多く、選択肢と照らし合わせるのにたいへん時間がかかった
のではないか。また、⽂学的⽂章の枠を越えた題材が扱われるようになっているのも近年の傾向である。社会
⽣活で活かせるような、論理性を重視した国語⼒の育成が課題である。 

 

数学 

難易度 

■例年並 
■⼤問の難易度 [1]例年並 [2]やや難 [3]例年並 [4]例年並 [5]やや易 

eisu 数学科チームによる分析と評価 

全体の難易度は例年並。過去に出題された問題の類題が多数出題されており、過去問にしっかりと取り組
んだ⽣徒は高得点が狙えたのではないか。ただ、⼤問2 の(1)、⼤問 3の(3)(4)、⼤問4 の(1)の②、⼤問
5 の(3)の②など、複数の⼿順を踏んで解答を求める難易度の高い問題があちこちにちりばめられ、難関校
を目指す受験⽣にとってはどうしても超えなくてはならないハードルになっている。他府県では対話⽂形式など
国語的読解⼒も試される出題も⾒られるので、今後受験に挑む人は早期から対策をしておきたい。 

 

社会 

難易度 

■やや難 
■⼤問の難易度 [1]難 [2]例年並 [3]例年並 [4]例年並 [5]難 

eisu 社会科チームによる分析と評価 

世界地理・公⺠が例年と⽐べて難しく、全体の難易度が上がった。三重県の問題は地図・表・グラフを用い
る問題や記述式問題が多く、受験⽣の負担は⼤きいと考えられる。豊富な資料から正しい情報を読み取る
思考⼒・判断⼒、簡潔に内容をまとめる表現⼒がますます求められてきている。 

 
  



 

英語 

難易度 

■例年並 
■⼤問の難易度 [1]やや易 [2]例年並 [3]やや易 [4]例年並 

eisu 英語科チームによる分析と評価 

昨年の易しい⽔準と⽐べれば、今年は例年並の難易度に戻ったと⾔える。対話⽂・⻑⽂の選択問題では、
他府県の試験と⽐べても各選択肢の情報量が多く、短時間で正確に本⽂と照らし合わせながら、解答を導
く判断⼒が問われた。リスニング・英作⽂は昨年並みの難易度。三重県は他府県と⽐べてリスニングの配点
が極めて高いのが特徴で、50 点中 18 点を占め、今後も対策に⼒を入れる必要がある。 

 

理科 

難易度 

■例年並 
■⼤問の難易度 
[1]例年並 [2]例年並 [3]例年並 [4]例年並 [5]例年並 [6]例年並 [7]例年並 [8]やや難 

eisu 理科科チームによる分析と評価 

全体としては例年通りの傾向・設問内容・問題数であるが、難易度は高い⽔準にあり、受験⽣にとって負担
の⼤きい試験であった。特に今年は単位変換が必要など、計算に⼿間と時間がかかる問題も出題されてお
り、適切な時間配分のコントロールが必要であった。また対話⽂形式や⼤量の情報の取捨選択を必要とす
る問題もあり、国語⼒が求められるなど、教科横断的な能⼒を養うことが重要である。 

 

全体 

eisu 教科部チームによる分析と評価 

今年からスタートした新⼤学入試の目⽟である⼤学入学共通テストと同じ傾向、つまり多種多様で膨⼤な
情報量を持つ資料、特に⽂章を速く読み解く読解⼒が重視されたテストだと⾔える。 
また、基本的な問題のなかに、かなりの難問が散りばめられているのも特徴で、難関校を目指す人は、こうし
た難問を攻略できる高い学⼒を早期から養う必要がある。 

 
 

注意︓このデータを紙などに印刷したり、それを配布したりする⾏為はご遠慮ください。 




